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「やってみよう」や「こうしたい」がいっぱい  

園長  和島  千佳子  
 

 入園式の翌週の年少組保育室に、数人の年長組が来て、朝の支度の仕方を知らせ

たり、手伝ったりしました。少し緊張した様子で関わり始めましたが、手伝っても

らい支度が進むと互いにほっとした表情になりました。中には、「一人でできるの」

と言わんばかりの様子に戸惑う年長児や、支度に気持ちが向かない様子を見てどの

ように関わろうかと考えている年長児の姿もありました。幼児同士の関わりから互

いのことを知り、分かろうとして、学び合いが生まれています。  

 4 月中旬の年長組は、友達と二人組でこいのぼり作りに取り組みました。色やうろ

この相談をして作り始め、魚の形になり目が付くと「やった！早くうろこを付けて、

ってこいのぼりが言っているよ」と、楽しんで作っている様子が伝わってきます。

３日間のうちにそれぞれできあがり、いよいよ自分たちのこいのぼりが空にあがる

のを皆で見ながら、バンザイをしたり飛び跳ねたりと、体じゅうに嬉しさがあふれ

ていました。  

次の週の年少組では、先生が「こいのぼりを作ろう」と話すと「作りたい！」と

意欲的です。きっと年長組の様子を見ていたのでしょう。円いうろこを糊で付けて

「自分のこいのぼり」ができました。こいのぼりを持って園庭に出ることも楽しみ

で、次の日は朝の支度を終えると「早く外に行きたいな」という声が聞かれました。  

子供たちの意欲や気付きは、幼児が自ら周囲の環境に関わる中で生まれます。幼

稚園で、そばにいる友達のしていることに刺激を受け、先生の言葉掛けや関わりか

らさらに意欲がわき、工夫する姿につながります。  

ご家庭で過ごす何気ない時間の中にも、きっと  

様々な「やってみよう」や「こうしたい」がある  

ことでしょう。身近な生活の中にある子供たちの  

意欲や気付きを大切に見取り、育んでいきたいと  

思います。  
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